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学校教育目標 「わたしらしく あなたらしく 輝くさしっ子」～気づき・考え・実行する子どもの育成～ 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

唐津市立佐志小学校 

学校だより 第 21号 

令和 8年 1月 23日（金）

文責：校長 平山美代子 

『梅
うめ

白し まことに白
しろ

し 新
あたら

しく』 星野立子 

白梅が本当に白く、毎年同じものが咲いているけれど、今年も新しい気分で

梅を楽しめるという意味。我が家の梅の木の枝に小さな蕾がつきはじめました。

「大寒」の寒さを乗り切って、凛とした花を咲かせてほしいです。 

1/24～30 「全国
ぜんこく

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

」 

 全国学校給食週間は、学校給食の意義や役割についてたくさんの人に知ってもらい、これからの学

校給食について考えてもらうことを目的として設定されています。学校給食の歴史や食の大切さにつ

いて、1/23 の「さし人集会」で給食委員会の子どもたちが全校児童に教えてくれました。少し付け加

えて「学校給食週間」について知っていただければと思います。 

 

◆学校給食の始まりは明治２２年、山形県鶴岡町（現在は鶴岡市）にある 

小学校で、家庭が貧しくてお弁当を持ってこられない子どもたちのために 

無料で食事を提供したことから、といわれています。 

 その後、全国で学校給食が提供されるようになりましたが、戦争による 

食料不足で中止することが決まりました。 
 

◆戦後、子どもたちの栄養状態を改善するために、外国からの援助で給食が再会されました。昭和 

２１年１２月２４日に新しい学校給食が始まったことから、この日を「学校給食感謝の日」としましたが、

冬休みに入ってしまうため、１ヶ月後の１月２４日から１月３０日までの１週間を「全国学校給食週間」

とすることが決まりました。 
 

◆現在では、子どもたちの食生活を取り巻く環境が大きく変化し、偏った栄養摂取をはじめ生活習慣

病の増加など、健康状態が心配されるようになりました。このような現状から子どもたちの心を豊かに

し、食に関するする正しい知識と望ましい食生活を身に付けるための健康教育の一環として、学校給

食は重要な役割を担っています。また、給食には郷土食や行事食も提供され、地域の文化や伝統への

関心も高めることも目的とされています。 
 

 給食について、数人の子どもに思いを尋ねると、「給食はおいしい」「栄養のバランスがいい」「苦手なもの
でもがんばって食べるようにしている」「野菜を育ててくれた人、作ってくれた人に感謝して食べている」「いた

だきます」のあいさつは気持ちを込めてしている」という答えを返してくれました。家庭でも食の大切さを教

えてもらっているのだと感じました。佐志小では給食委員会の子どもたちが、その日の献立や食材の説明

を放送で行ったり、マナー啓発をしたりしています。食材の高騰で献立を考える栄養士さんも大変だと思

います。「食べることは生きること、感謝をすること」改めて食について考える週間にしたいと思います。 

給食がはじまった時のメニュー 

「ごはん・魚の塩焼き・つけもの」 

 



た。目線を合わせ、「何かお手伝いできることはありませんか？」と

聞いてもらえたら嬉しいです、と言われました。気づき、考え、行動

し、皆が笑顔になれる学校や社会づくりをめざしたいと思います。 

 

 

 

   

  

         

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2(月）心のアンケート週間（～6日） 

読書タイム 

委員会活動⑥新メンバー 

3(火) スキルタイム 

4(水) フッ素洗口、佐志小中連携授業参観 

5(木) スキルタイム 

6(金) 学年朝会 

   学校評議員会 

9(月）スクールカウンセラー来校 

読書タイム、全校 14:45下校 

10(火) スキルタイム 

    ４年生唐津の地域学習 

    ４・５年生歌唱指導（講師：勝野先生） 

11(水) 祝 建国記念の日 

12(木) スクールソーシャルワーカー来校 

    スキルタイム 

16(月）読み聞かせ、PTA常任委員会 18:30～ 

17(火) スキルタイム 

       ４～６年歌唱指導（講師：勝野先生） 

18(水) フッ素洗口 

       ４～６年情報モラル教室 

19(木) スキルタイム、５年生ワカメ収穫⑤⑥ 

21(土) 佐志食堂 

23(月）祝 天皇誕生日 

 24(火）４・５年生歌唱指導（講師：勝野先生） 

 25(水) フッ素洗口 

１～５年送る会合同練習 

26(木）６年生ありがとう集会③④ 

    スクールソーシャルワーカー来校 

 27(金）全校朝会、全校 14:40下校 

 

＊2/26「ありがとう集会」は保護者の方の参観可です。 

現時点の予定です。変更があれば速やかに連絡いたします。 

   

 

【２月行事予定】 

５年生 「私たちは食べ物に感謝をし、 

フードロスをなくすことを心がけています」 
「フードロスをなくそう」と意識をして取り組

んでいるのが５年生です。二学期に社会科で

「食料生産」のことを学習したことがきっかけ

で、給食の残菜に意識が向くようになったそう

です。さらに、担任の絵本の読み聞かせにより、

子どもの気持ちがさらに高まりました。この日も

食缶を、きれいに空っぽにして返却しました。自

分が食べられる分をしっかり食べ、残った物は

余力のある人が食べ、協力体制で食べていま

す。何より５年生のみんなが感謝の気持ちで、

笑顔で食べているところがとても素敵です。 

今年度最後の授業参観、学年親子活動等 

～ご出席ありがとうございました～ 

３年 親子レク「ドッジボール」 ５の１ 国語 

２の１ 国語 １の１ 「タブレットを使おう」 

授業参観、学年親子レク、６年生懇談会と、ご多忙中にご出席

いただきありがとうございました。授業やレクの中で親子のほほ

えましい関わりも見ることができました。今の学年で過ごす日も４

０日を切りました。6年生はあと３６日です。子どもたちが新しい学

年に向かって、気持ちの面でも成長を遂げる時期となります。自

信と意欲をもって進級できるよう、プラスの言葉でたくさん励まし

ていきたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

 
人権の日集会「みんなが えがおで くらせるために」 

講師：〇〇な障がいの会代表 内田勝也さん 

内田さんは生まれつき骨がもろく骨折しや

すい病気をもって生まれ、車椅子で生活をさ

れています。それをマイナスでなく、プラス

と考えて、共生社会の実現に向け、多くの学

校や企業等で講演をされています。「ハード

とハートのバリアフリー社会づくりのため

に大切なことを分かりやすくお話されまし

た。さいました。 

きれいに食べました！ この日のメニュー 


